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研究の目的 

■地域包括ケアシステムの推進には行政サービス

のみならず，近隣住民の協力態勢の強化や福

祉・医療を担う次世代の育成の視点が必要であ

る． 

■本研究の目的は「親子ふくし教室」を開催する

ことで，参加親子や企画に携わった本学の学生

が，地域の理解を深めて自らが地域に働きかけ

る存在となり，地域包括ケアシステムの人財を

育成していくことである． 

プロジェクト目標の達成状況・成果内容 

■年間 5 回の予定で「親子ふくし教室」を企画し

た．各回の内容と参加状況は以下のとおりであ

る． 

第 1 回 「福祉用具って何だろう？」参加者 4 組

9 名，大学生(企画運営)5 名 

第 2 回 「手先を使ってリハビリテーション！陶

芸療法体験講座」参加者 4 組 9 名，大学

生 0 名 

第 3 回 「私たちの暮らす街を探検しよう！①」

参加者 1 組 2 名，大学生 8 名 

第 4 回 「私たちの暮らす街を探検しよう！②」

参加者 4 組 10 名，大学生 8 名 

第 5 回 「私たちの暮らす街を探検しよう！③」

参加者 0 組，大学生(企画)6 名 

■参加後のアンケート結果では，全企画ともに内 

容を楽しめたと好評であった．また第 3～5 回を 

同テーマにして，企画に携わる学生を固定した 

ことにより，学生が亀崎の街や住民と触れ合う 

機会が増え，街への愛着が増した様子が伺えた． 

優れた成果があがった点 

■全 5 回の企画の中で集客数に関する課題は残っ

たが，参加した親子のリピーター率が高かった

ことは，企画内容自体は十分に楽しみながら「ふ

くし：ふだんのくらしのしあわせ」学べる内容

となっており，「ふくし」への関心を高めるきっ

かけとなったと考える． 

 また企画に携わった学生からは，「街を歩いてい

るといろんな方から声をかけてもらえてありが

たい」「亀崎の人の温かさを知った」「古い町並

みや美しい景色が亀崎にはたくさんある」「以前

よりも亀崎への愛着が湧いた」などの感想が多

く得られた．さらに，企画に携わった 4 年生の

中には地域活動に携わる職で内定を得た者もお

り，地域包括ケアシステムについての関心が高

まった成果の一部と考える． 

研究期間終了後の今後の展望 

■今回、健康科学部の立地する半田市の中で企画

を行ったが，既に様々な活動団体が企画を行っ

ており，開催日の重複を避けるなど日程調整や

集客に関する課題が残った． 

■今後の展望として，既存の活動団体の企画にコ

ラボレーションするなどの開催方法の工夫が必

要と考える． 


